
淡路島百景に準ずる景観
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所在地：南あわじ市 阿万上町 

 

 
だんじり小屋と半鐘台 

 
たまねぎ畑と半鐘台 

阿万上町公会堂他は、島内にもわずかしか残っていない半鐘台、だんじり小屋、地域の伝統文化を

継承する場である公会堂が地域特有の景観をつくりだしていると評価され、平成 19 年（2007）に

兵庫県景観形成重要建築物に指定されました。 

公会堂は、敷地面積 274 ㎡の木造平屋建てで、昭和 3 年（1928）に建てられました。また、火

事を知らせるための高さ約12ｍの半鐘台は、70年前に設置され、昭和45年（1970）ごろに現在

の場所に移設されました。この際に屯所も設けられました。 

阿万上町公会堂他は、現在も地域の方の活動の場として親しまれています。 

 

 

【景観の特徴】 □ 自然がつくりだす景観 

□ 歴史がつくりだす景観 

□ 生活・文化がつくりだす景観 

□ 新しくつくりだす景観 

【ア ク セ ス】 

神戸淡路鳴門自動車道西淡三原 ICから県道 31号線、

県道76号へ。車で約30分。 

 地図出典：国土地理院発行２万５千分の１地形図
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